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（論文内容の要 旨）

一貫性 と呼ばれる談話関係 は，談話を首尾一貫性 あるものにするための文や節 の

間の意味的 あるいは文脈的な関係である． この ような関係の理解 は文章の意味，あ

るいは，話 し手や書 き手の意図を理解するための重要な情報である．談話関係 は，具

体的な談話接続詞によって明示的に表出されることもできるし，文脈 によって非明

示的 に表現することも可能である。 言語の話者がこれ ら2つ の可能性 をどのように

選択するか，そ して，その選択が 自然言語処理の応用 にどの ように影響するか とい

う問題 は，これまで正確 には理解 されて こなかった．

本論文では，談話関係の表出を2つ の異なる視点か らの考察 を行 った．本論文の

前半では，単一言語 における人間の言語処理か らの視点に基づ く談話関係 の探求 を

行 った。談話関係 を明示的に表現するか どうか，および，人が明示的あるいは非明

示的な談話関係 をどの ように理解するかを予測する計算心理言語学モデルを提案 し

た．その結果を人手 によってアノテー トされたコーパス，および，クラウ ドソー シ

ングによって得 られたデータにより評価 を行った。本論文の後半では，応用的な側

面，特 に二 言語間の対応，についての談話関係の明示 ・非明示性の役割 について探

究 した。二言語対訳 データに対 して人手によ り談話関係をアノテー トした コーパス

を構築 し，機械翻訳実験 を通 じて明示的，非明示的な談話関係 に関する人間お よび

機械 による翻訳の比較実験を行 った。

本論文の計算言語学分野における貢献点は次の通 りである．

1．話 し手が談話関係の表 出を どのように選択するかを予測する問題 に対 し，現状

を改善する手法 を提案 した．

2．情報理論的なアプローチに基づ き，談話関係 を表出する説明可能な認知モデル

を提案 した．

3． 談 話 関 係 を ア ノ テ ー トした 中 英 パ ラ レル コ ー一一一パ ス を オ ー プ ン ソー ス の デ ー タ

と して 構 築 した ．

4．人間 と機械 による翻訳 における，非明示 的な談話関係 の明示 的翻訳 に関する

我々の理解をさらに進めた。



（論文審査結果の要 旨）

平成28年12月22日 に開催 した公聴会 の結果 を参考 に平成29年2月20日 に本博

士論文の審査を行 った。以下の とお り，本博士論文は，提案者が独立 した研究者 とし

て，研究活動 を続 けてい くための十分な素養 を備えていることを示すものと認める．

FrancesPikyuYungは ，本博士論文 において，談話標識の明示的あるいは非明示

的な表出に関する認知モデルの提案 と，二言語間の機械翻訳 における談話関係 の役

割に関する研究を行 った．本研究の貢献は以下 のようにまとめることができる。

1．合理的 言語行為 と （RSA） と一様情報密度 （UID） に基づ く談話モデルを

提案 した。前者がベイズ推定に基づいて 言語生成 と解釈の間の相互作用をモデ

ル化するのに対 し，後者 は均質な情報提供 を維持す るために話者が言語的な冗

長性を調整するモデル となっている。

2．機械翻訳の観点か ら談話標識 の有無が どの ように機能するかを確認するため，

中国 と英語の対訳デー タに対 して談話 関係 をアノテー トした コーパスを作成

した．

3．原言語側で省略された談話接続 関係 を明示化す ることが機械翻訳 にどの程度

影響をあたえるかを調査 した．その特定が翻訳の性能に与える影響は限 られた

ものだとい うことがわかったものの，言語間での談話標識 の明示化に関する詳

細 な解析 と考察 を行 った。

談話標識の表 出を予測する問題 に関する優れた成果 を挙 げたこと，言語生成 にお

けるその表 出の選択 を説明す る認知的モデルを提案 した こと，さらに，二言語間の

談話標識の表出の差異 について コーパスの構築 とその関係 に関する深い考察 を行 っ

たこ とに基づ き，本研究 は，独創性 が高 く，自然言語処理の分野 において高い貢献

があると評価する．

よって，本論文 は，博 士 （工学）の学位論文 として価値 あるもの と認める．


